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1．はじめに 

 

 「生物多様性（biological diversity）」1）といった言葉を聞いたことがあるかと思います。この生

物多様性については，いま大きな潮流で動いているといえます。私たちの住む京都府では「生物

多様性地域戦略」2），京都市では「京都市生物多様性プラン（2021-2030）」3）といった取り組みが

掲げられて対応しています。これは，生物多様性の保全や保護を進め，その理解や学習，認知と

いった普及を取り進めているのです。このような府や市の取組みは，生物多様性の持続的な利用

に向けての方策とも言えますし，私たちの身の回りの環境をいかに向上させて，活用していくか

といったことが伺えます。 

 折しも，我が国では「第六次戦略「生物多様性国家戦略 2023-2030」」4）が令和 5 年（2023）3 月

31 日に閣議決定されました。これは，2022 年 12 月に世界的な決定でもある「昆明･モントリオー

ル生物多様性枠組」5）に対応し，戦略を踏まえて内容を充実させたもので，2030 年のネイチャー

ポジティブ（nature positive：自然再興）6）の実現を目指すことを目標としています。それは，生物

多様性や自然資本を活用し，それを守りながら利活用していくための国家の戦略です。 

 本講義では，この生物多様性を中心に講義する訳では有りませんが，国，府，市による取り組

みについて，考えるきっかけをこの洛北地域から見て考えて意識をして頂けたら幸いです。 

 

2．京都の緑と洛北の緑 

 

 さて，京都の緑について考えてみましょう。今回の講義では洛北界隈ということから，京都市

内の中心部から北側に向けての緑の環境について，まずは見てみましょう。前述した「生物多様

性」と「緑」は，幾つもの繋がりがあります。京都市は，大阪市や神戸市，福岡市といった他の政

令指定都市に比べてみても豊かな生物相が確認できます。特に，鳥類に関しては，他都市に比べ

ても多く確認できるのに加え，鳥種の生息も確認することができます。 

 では，なぜ京都では豊かに鳥や生き物が生息できるのでしょうか。それを理解するためには，

景観生態学（landscape ecology）的な思考での考えがしっくりします。景観生態学は，環境や地理，
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地形，生態系などを包括した実学です。その中でも 3 つの側面と 3 つの項目が重要といわれます。 

 それは，フォアマン（Richard T. T. Forman）の著書である「Land Mosaics」7）に示されており，

その 3 つの側面を示します。以下がその 3 つの側面です。 

 

  ・「構造（structure：区分された生態系やそこに存在する要素）」 

  ・「機能（function：空間と空間の相互関係）」 

  ・「変化（change：空間での時間軸）」 

 

 次いで，項目の構成要素についても提示しており，それが以下の 3 つの構成要素となります。 

 

  ・「パッチ（patch：区画：点状あるいは斑状の平面形状）」 

  ・「コリドー（corridor：回廊：帯状や線状の形態）」 

  ・「マトリクス（matrix：間質：パッチとコリドーを取り巻く空間）」 

 

 これらの項目に加えて，生物多様性と緑に大いに関連する点としては，「空間の単位」への理解

が重要といえます。この空間の単位とは，簡単に示すと「縦」と「横」，そして「時間」を加えて

考えてみることなのです。これは，すなわち四次元的に事象を把握するといった理解が必要にな

ります。緑を含め生き物は，縦・横・時間の中で生きています。では，縦と横を考える事例として

「森」を思い浮かべてみてください。そこの森での縦面についての断面を見てみると，上から高

木，亜高木，中木，低木，草本，地衣類，土壌・・・と確認できます。次に横面では，高木層，亜

高木層，中木層，低木層・・・といったように層でみられますので，それぞれの階層を考えてみる

と分かりやすいと思います。 

 植物の成長と時間。生き物の「生きていける環境」と「生きてきた時間」，「生きていく時間」を

意識することで，多様性に思考を巡らすこともでき，複雑な生物多様性の理解に近づけていける

といえましょう。この点を考えることで，生物多様性の豊かな環境とは何か？が見えてきます。 

 では，京都の緑から洛北界隈の緑について意識してみてください。緑は，私たちを取り巻いて

いる環境の中で，私たちの生活にとっても，様々な役割を担い重要な項目といえます。もちろん，

緑によって生物多様性への重要性が見出すこともできますし，表題にもある「鳥」の生息環境に

も関わってきます。京都や洛北界隈の緑について，皆さんが目にするものは何でしょうか。街路

樹の緑や公園の緑。寺社仏閣の庭園や個人のお庭。商業施設での屋上緑化や壁面緑化。また，洛

北に多く見られる生産緑地などの農業地の空間。疎水や賀茂川の緑など私たちの身の回りには

様々な緑があります。この緑を改めて見つめ直してみると，何が見えてくるでしょうか。 

 

3．植物園の鳥 

 

 私自身，いくつかの都市 8～10）での鳥類の調査をし，また他の研究者の論文などを比較してみて

も，京都市という場所は，生物多様性が大変豊かな街ではないかと認識しています 11～13）。他では
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見られない鳥類も多く確認できることから，そう

実感してしまいます。したがって，私はこの京都の

街中の生き物の状態は，他に比べてあまりにも豊

かな環境であることから，（物の怪（もののけ）調

査や研究などで良く使われる単語ですが）ここで

は良い意味として「異形の生態空間」，「異形の街」

であると大学の講義でも学生にお話しをしていま

す。現段階での他都市では見られない環境をこの

京都の街は，「担保」しているのです。 

 では，どういったものが担保されるものなので

しょうか。それは，最初にお話しをした緑と関わり

があります。京都は，皆さんもご承知の通り，北山

や東山などの京都三山に囲われた空間です。そし

て，賀茂川（鴨川）や高野川，少し西に行けば桂川

といった河川，白川の疎水が縦横に流れています。

街中には街路樹が植えられており，緑の線を作り

出しています。川や街路樹は，いわゆる，コリドー

になりますね。そして，糺の森や京都御苑，元離宮

二条城，船岡山や吉田山，雙ヶ岡などの緑の空間が

あります。これはパッチにあたります。その中でも

洛北界隈には，京都府立植物園といった緑の大き

な島がみられます。生き物にとって，緑の点と線が

繋がっている。そして，それが立体の形状になって

いる。こういった環境そのものが，京都を異形なら

しめる空間，場を作り上げていると考えられまし

ょう。 

 さて，植物園での鳥類は，春夏秋冬において様々

な鳥類が生息や飛来してきます。春から初夏にか

けては夏鳥が飛来します。例えば，キビタキ

（Ficedula narcissina (Temminck, 1836)）やオオルリ

（Cyanoptila cyanomelana (Temminck, 1829)）など。

また，初秋から冬にかけては冬鳥が飛来します。隣

接する賀茂川の存在によって，様々なカモ類も飛

来してきますし，ツグミ（Turdus eunomus Temminck, 

1831）やシロハラ（Turdus pallidus Gmelin, 1789），

ルリビタキ（Tarsiger cyanurus (Pallas, 1773)）などの

鳥類も飛来してきます。 

 

写真 1 アオバズク

 

写真 2 エナガの子 

 
写真 3 ルリビタキ 

 
写真 4 コゲラ 
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 オオタカ（Accipiter gentilis (Linnaeus, 1758)）やサシバ（Butastur indicus (Gmelin, 1788)），アオバ

ズク（Ninox japonica (Temminck & Schlegel, 1845)）などといった高次捕食者の鳥類なども見られま

すので，豊かな環境を提供していると理解することができます。 

 これは，鳥類を見ることで，その下位の生態系も確認することできるのです。鳥が食べるもの

から下位の生態系が確認できます。いわゆる生態ピラミッド（ecological pyramid）14）という形で

すが，その生き物とその環境が見て取れ，その住まう環境もおのずと見ることができるのです。 

 

5．おわりに 

 

 今回は，生物多様性に関わる緑と鳥について，京都，洛北界隈から植物園での場を考えての講

義に成りましたが，改めて生き物が棲む，来る場所とはどういった所なのだろうかと考えてみて

ください。そうすると私たちが住まう「京都」という街は，たいへん生き物が多く見られ，他都

市よりも贅沢な環境なことが認識できるのではと思います。 

 今日をきっかけに私たちの身の回りの緑と鳥（生き物）を見てみてください。新しい発見が見

られるかもしれません。 

 

 

 
 
引用文献並びに補注 

1) 生物多様性とは，様々な生き物，様々な環境や異なる環境で生息し，互いに違いを持ちながら，繋がり調和していること。

生態系の多様性，種の多様性，遺伝子の多様性と 3 つのレベルでの多様性があること。 
2) 京都府環境部 (2018) : 京都府生物多様性地域戦略 : 京都府, 118pp 
3) 京都市環境政策局 (2021) : 京都市生物多様性プラン（2021-2030） : 京都市,  64pp 
4) 環境省 (2023) : 生物多様性国家戦略 2023-2030 : 環境省, 217pp 
5) United Nations (2022) : Decision adopted by the conference of the parties to the convention on biological diversity Kunming-Montreal 

global biodiversity framework : United Nations, 15pp 
6) ネイチャーポジティブとは，生物多様性の損失を止め，自然・環境を回復軌道に乗せること。 
7) Forman, R, T, T. (2008) : Land mosaics -the ecology of landscapes and regions- : Cambridge university press, 656pp 
8) Fukui, W. (2010) : Relationship between the birds and public parks in a northern area of Fukuoka City, Japan : URBIO Conference 

Proceedings 2010, 244 
9) 福井亘 (2018) : 厦門市における都市緑化空間と越冬期の鳥相との関係について, 日本緑化工学会誌 44(1), 143-146 
10)福井亘・森本幸裕(2016) : 大阪万国博覧会記念公園における鳥相の経年変化 : 日本緑化工学会誌 42(1), 175-178 
11)小岩実穂子・福井亘・髙林裕・野原万莉 (2023) : 京都市上京区の路地・細街路における秋期の鳥類の出現状況とその周辺

環境が及ぼす影響 : ランドスケープ研究(オンライン論文集) 16, 1-4 
12)宮本脩詩・福井亘・髙林裕 (2021) : 大規模樹林地までの距離に伴う街区公園の繁殖期の鳥類相に影響を与える環境要因の

変化 : ランドスケープ研究(オンライン論文集) 14, 99-110 
13)水口仁人・福井亘・宮本脩詩・髙林裕 (2020) : 京都市堀川上立売から堀川今出川の区間の街路樹空間における鳥類集団ね

ぐら形成の現状 : ランドスケープ研究(オンライン論文集) 13, 20-23 
14)生態ピラミッドとは，食物連鎖におけるそれぞれの栄養の段階から，その生物量の比較に関する形のことで，形状はピラ

ミッド型になる。ピラミッドの底辺部には生産者，その上に第一次消費者，第二次消費者，頂点部には高次捕食者（第三

次消費者）といった形状になる。 
 

京都府立大学大学院 景观生态・绿地计划学研究室 

Laboratory of Landscape, Graduate School of Kyoto Prefectural University 
Laboratory home page web site → 


